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Ⅰ 新技術の解説

１１１１ 要旨要旨要旨要旨

 現行のリンゴ用複合交信攪乱剤（商品名：コンフューザーＡ、以下「ＡＯＴＰ剤」）の改良剤（商品名：コン

フューザーＲ、以下「ＯＴＰ－Ｒ剤」）が開発されたので、その効果を確認した。

（１）  ＯＴＰ－Ｒ剤はツインチューブタイプとなったことから、処理本数は 100本／10ａで試験を行った。

（２）  モモシンクイガ、ナシヒメシンクイ及びハマキムシ類の交信攪乱成分の放出速度は、従来の製剤より

もやや速まり、放出効率が改善された（図１）。

（３）  ハマキムシ類に対して複数の成分が加えられたことで（表１、２）、リンゴコカクモンハマキ及びチャハ

マキに対する効果は飛躍的に高まった（表３、図２）。

（４）  キンモンホソガの交信攪乱成分が取り除かれたが、従来の殺虫剤削減防除体系のままでもほぼ満足

できる防除効果が得られた。

（５）  ナシヒメシンクイは、第４世代ふ化幼虫期に有機リン剤等を１回使用するだけで、十分な防除効果が

得られた（表４）。

２２２２ 期待期待期待期待されるされるされるされる効効効効果果果果

（１）  処理本数が削減されたことで取り付け時間は大幅に短縮される（表１）。また、回収時間の短縮も期待

できる。さらに、従来の製剤に入っていたアルミ線が取り除かれたことで、枝を痛める心配が無くなっ

た。

（２）  高価なキンモンホソガの交信攪乱成分を取り除いたことで安価となる（表１）。

（３）  ハマキムシ類に対して複数の成分が加えられたことで、リンゴコカクモンハマキ及びチャハマキに対す

る効果は飛躍的に高まり、リンゴコカクモンハマキに対する７月下旬の補完防除は省略できる。

３３３３ 適用範適用範適用範適用範囲囲囲囲

県内全域。ただし、急傾斜地等の交信攪乱成分が流亡しやすい園を除く。

４４４４ 普及上普及上普及上普及上のののの留意留意留意留意点点点点

（１）  取り付け方法は、ツインチューブの間に新梢や枝を通すようにはさむ。その際、接合部（両端）が切れ

てしまわぬように注意する。

（２）  キンモンホソガは、従来の殺虫剤削減防除体系のままで対応可能である（表４、表５、図３）。しかし、

本種の発生密度が高い場合には、従来の製剤（コンフューザーＡ）を使用する。

（３）  樹の上部は交信攪乱成分濃度が低下しやすいので、対象害虫の発生密度が高い場合には、摘果作

業時にディスペンサー（30本程度／10ａ）を上部に付けかえる。

（４）  園内の害虫発生を定期的に調査し、防除要否を判断する。

Ⅱ 具体的データ等







Ⅲ その他
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